
例題2 A-5-1)-⑥＊医療機関における安全管理体制（事故報告書、ヒヤリハット報告、リスク

管理者、事故防止委員会、事故調査委員会等）を概説できる。

正答 例題1：C 例題2：C

例題1 A-2-②＊医の倫理に関する規範・国際規範（ヒポクラテスの誓い、ジュネ-ブ宣言、

ヘルシンキ宣言)を概説できる。



例題4 C-4-2)-③＊調査方法と統計的分析法を説明できる。

正答 例題3：A 例題4：C

例題3 B-2-1)-②＊信頼関係を確立するためのコミュニケ-ションの条件を説明できる。



例題6 D-1-4)-②＊細胞間と細胞・マトリックス間の接着分子を説明できる。

正答 例題5：A 例題6：D

例題5 D-1-3)-①＊細胞膜、核および細胞内小器官の構造と機能を説明できる。



例題8 D-2-3)-(1)-①＊上皮を形態的および機能的に分類できる。

正答 例題7：D 例題8：D

例題7 D-1-4)-④＊細胞内シグナル伝達機構を概説できる。



例題10 D-2-3)-(8)-①＊各内分泌器官の構造と機能およびホルモンを説明できる。 【ホルモ

ンの特徴と機能、内分泌系と神経系との機能相関を含む。】

正答 例題9：E 例題10：E

例題9 D-2-3)-(4)-①＊皮膚感覚器の構造と機能を説明できる。



正答 例題11：D 例題12：D

例題11 D-3-1)-①＊細菌、真菌、ウイルスおよび寄生虫の形態学的特徴と生理学的性状を

説明できる。

例題12 D-3-1)-①＊細菌、真菌、ウイルスおよび寄生虫の形態学的特徴と生理学的性状を

説明できる。



例題14 D-4-1)-④＊萎縮と仮性肥大を説明できる。

正答 例題13：A 例題14：D

例題13 D-3-1)-④＊化学療法の目的、原理および作用機序を説明できる。



例題16 D-4-3)-②＊出血の原因、種類および転帰を説明できる。

正答 例題15：B 例題16：D

例題15 D-4-2)-②＊化生を説明できる。



例題18 D-5-2)-⑥＊薬物の併用（協力作用、拮抗作用、相互作用)を説明できる。

正答 例題17：D 例題18：A

例題17 D-5-2)-③＊薬物の作用機序を説明できる。



例題20 E-1-①＊高分子材料、セラミック材料、金属材料および複合材料の構造と物性を説

明できる。 【構造と物性は基本的かつ一般的なものに限る。また、歯科材料に使用

される素材間の物性比較を含む。】

正答 例題19：A 例題20：C

例題19 D-5-2)-⑥＊薬物の併用（協力作用、拮抗作用、相互作用)を説明できる。



例題22 F-1-2)-⑤＊エックス線装置とその周辺機器の原理と管理技術を説明できる。

正答 例題21：B 例題22：B

例題21 E-2-②＊歯科用石膏の種類と特性を説明できる。 【硬化の仕組みと使用方法を含

む。】



例題24 F-1-2)-⑦＊口内法エックス線撮影とパノラマエックス線撮影を行い、読影できる。

正答 例題23：B 例題24：B

例題23 F-1-2)-⑥＊口内法エックス線撮影とパノラマエックス線撮影の種類および適応を説

明できる。



例題26 F-2-1)-②＊咀嚼筋、表情筋、前頸筋の構成と機能を説明できる。

例題25 F-1-3)-(3)-⑥＊局所麻酔時の合併症を説明できる。 【偶発症とその対応を含む。】

正答 例題25：B 例題26：D



例題28 F-2-4)-(3)-④＊口腔・顎顔面領域に発生する嚢胞の一般的な症状、診断法および

治療法を概説できる。

正答 例題27：E 例題28：D

例題27 F-2-2)-①＊口腔粘膜の特徴を部位ごとに説明できる。 【口腔感覚の特徴を含む。】



例題30 F-2-4)-(5)-②＊唾液腺腫瘍の種類と特徴を説明できる。

正答 例題29：D 例題30：E

例題29 F-2-4)-(3)-⑦＊口腔・顎顔面領域に発生する腫瘍の一般的な症状、診断法（組織診、

画像診断）および治療法を概説できる。



例題32 F-3-4)-(2)-③＊支台装置とポンティックの選択、特徴および製作法を説明できる。

正答 例題31：C 例題32：D

例題31 F-3-4)-(1)-③＊修復法に関する模型上での基本的操作ができる。



例題34 F-4-1)-⑦＊矯正治療に必要な力学を説明できる。

正答 例題33：A 例題34：D

例題33 F-4-1)-④＊不正咬合の原因、種類、診察、検査、診断、治療および予防法を説明で

きる。



例題35-2

正答 例題35‐1：B 例題35‐2：A

例題35-1 F-2-4)-(3)-⑨＊前癌病変（白板症、紅板症）の特徴、症状および治療法を概説で

きる。



例題36-2

正答 例題36‐1：A 例題36‐2：D

例題36-1 F-3-3)-(2)-⑦＊歯根吸収の原因、症状、診断および処置を説明できる。



例題37-2

正答 例題37‐1：F 例題37‐2：G

例題37-1 F-4-2)-⑧＊保隙処置の目的と種類、適応症および留意点を説明できる。



例題38-2

正答 例題38‐1：D 例題38‐2：E

例題38-1 F-3-4)-(3)-②＊即時義歯の目的と意義を説明できる。



例題38-4

正答 例題38‐3：D 例題38‐4：A

例題38-3
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